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わ
れ
わ
れ
は
こ
の
本
で
、
瞑
想
の
実
践
と
い
う
、
ユ
ダ
ヤ
神
秘
主
義
の
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
根
本
的
な
側
面

を
提
示
す
る
。

ユ
ダ
ヤ
教
へ
の
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
専
門
家
の
目
に
は
狂
気
か
異
端
と
映
る
ほ
ど
に
隠
さ
れ
、
抑
圧
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
瞑
想
的
ユ
ダ
ヤ
教
は
確
か
に
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
最
も
有
名
な
代
表
は
間
違
い
な
く
ラ
ビ
・
ア
ブ
ラ
ハ

ム
・
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア（
一
）で
あ
る
。
彼
は
こ
の
主
題
に
関
す
る
数
多
く
の
概
論
を
わ
れ
わ
れ
に
伝
え
て
い
る
。

ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
の
仕
事
に
入
門
す
る
た
め
に
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
・
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
で
ゲ
ル
シ
ョ
ム
・
シ
ョ
ー
レ
ム（
二
）の
カ

バ
ラ
ー
の
講
座
を
受
け
継
い
だ
モ
シ
ェ
・
イ
デ
ル（
三
）の

仕
事
と
研
究
を
参
照
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
一
九
八
九
年

に
セ
ル
フ
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
彼
の
著
作
『
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
の
神
秘
主
義
的
経
験
』
を
読
む
べ
き
で
あ
る）

1
（

。

実
際
、
ヘ
ブ
ラ
イ
的
瞑
想
は
、
タ
ル
ム
ー
ド
期
の
黎
明
で
あ
る
一
世
紀
に
す
で
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
何
世
紀
も
の
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間
秘
さ
れ
た
形
で
、
ほ
と
ん
ど
絶
対
的
な
秘
密
の
中
で
師
か
ら
弟
子
へ
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

中
世
ド
イ
ツ
の
ハ
シ
デ
ィ
ー
ム
た
ち
（「
敬
虔
な
る
者
た
ち
」）
は
、
敬
虔
者
ラ
ビ
・
イ
ェ
フ
ダ
ー
の
指
導
の
も
と
に
、

瞑
想
の
諸
実
践
を
数
多
く
発
展
さ
せ
、
行
な
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
し
ば
し
ば
、
も
っ
ぱ
ら
神
の
諸
名
を
組
み
合
わ
せ
て

唱
え
る
こ
と
だ
っ
た
。

こ
こ
で
つ
い
で
に
、
ゴ
ー
レ
ム（
四
）、
す
な
わ
ち
祈
り
と
学
習
と
瞑
想
の
力
の
息
を
吹
き
込
ま
れ
て
創
造
さ
れ
た
被
造
物
の

伝
説
が
発
展
し
た
の
も
こ
の
ド
イ
ツ
の
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
環
境
に
お
い
て
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
被
造
物

に
生
命
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
魔
術
的
な
力
と
、
神
の
神
秘
的
な
諸
々
の
効
力
と
い
う
観
念
は
、『
形
成
の
書（
五
）』

（
セ
フ
ェ
ル
・
イ
ェ
ツ
ィ
ラ
ー
）
に
書
か
れ
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
組
み
合
わ
せ
の
神
秘
に
没
頭
し
た
神
秘
主
義
者
に
よ

っ
て
経
験
さ
れ
た
、
と
り
わ
け
崇
高
な
経
験
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
最
初
の
構
想
に
お
い
て
は
、
ゴ
ー
レ
ム
は
、
そ
れ
を
創
造
し
た
者
の
忘
我
の
間
に
し
か
命
を
与
え
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
伝
説
は
後
か
ら
ゴ
ー
レ
ム
に
忘
我
的
意
識
の
外
の
存
在
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
の
ゴ
ー
レ
ム
の
解
釈
は
、
こ
れ
ら
の
考
え
と
は
異
な
る
と
同
時
に
そ
れ
ら
に
近
い
も
の
で
あ
る
。〔
す
な
わ
ち
〕
ゴ

ー
レ
ム
は
新
た
な
〔
人
間
と
は
〕
別
の
被
造
物
で
は
な
く
、
言
語
と
神
名
の
諸
文
字
の
組
み
合
わ
せ
の
力
に
よ
っ
て
吹
き

込
ま
れ
た
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
生
け
る
も
の
と
な
っ
た
人
間
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

事
実
、
ゴ
ー
レ
ム
は
本
来
、
超
自
然
的
な
力
を
授
け
ら
れ
た
魔
術
的
被
造
物
を
指
す
の
で
は
な
か
っ
た
。
ゴ
ー
レ
ム
と

い
う
語
は
逆
に
、
形
を
与
え
ら
れ
た
一
塊
の
粘
土
、
ま
た
は
そ
の
他
の
物
質
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
中
に
生

命
と
魂
と
精
神
の
息
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
べ
き
生
け
る
物
質
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
ゴ
ー
レ
ム
と
は
物
質
で
あ
り
、
生
命
を
待
つ
命
な
き
彫
像
な
の
で
あ
る
。

人
間
は
、
こ
の
「
ゴ
ー
レ
ム
の
弁
証
法
」、
す
な
わ
ち
根
源
的
な
生
命
な
き
存
在
と
、
絶
え
ざ
る
動
き
の
中
に
あ
る
言

語
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
投
企
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
に
よ
っ
て
完
全
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
ら
れ
た
生
命
の
間
の
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交
替
の
う
ち
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

＊

わ
れ
わ
れ
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
的
瞑
想
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
瞑
想
的
神
秘
主
義
の
偉
大
な
諸
々
の
テ
ク
ス
ト
を
取
り
上
げ

直
し
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
提
案
す
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
預
言
者
エ
ゼ
キ
エ
ル
（
―
七
世
紀
）
の
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
（
幻
視
）
に
始
ま
り
、
ラ
ビ
・
ア
ー
ロ
ン
・
ロ
ス
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
一
八
九
四
―
一
九
四
四
）
で
終
わ
る
も
の
に
な

っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
間
に
は
、
タ
ル
ム
ー
ド
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
（
ス
ペ
イ
ン
、
一
一
三
五
―
一
二
〇
四
）、
ウ
ォ

ル
ム
ス
の
ラ
ビ
・
エ
レ
ア
ザ
ー
ル
（
ド
イ
ツ
、
一
一
六
五
―
一
二
三
〇
）、
ゾ
ー
ハ
ル
（
十
三
世
紀
）、
グ
ラ
ナ
ダ
の
ア
ブ

ラ
ハ
ム
の
神
秘
主
義
的
瞑
想
（
十
三
世
紀
）、
ラ
ビ
・
イ
サ
ク
・
ル
リ
ア
と
ラ
ビ
・
ハ
イ
ム
・
ヴ
ィ
タ
ル
（
一
五
四
二
―

一
六
二
〇
）、
モ
シ
ェ
・
ハ
イ
ム
・
ル
ッ
ツ
ァ
ト
（
一
七
〇
七
―
一
七
四
六
）、
ラ
ビ
・
シ
ャ
ロ
ー
ム
・
シ
ャ
ラ
ビ
ー
（
一

七
二
〇
―
一
七
七
七
）、
バ
ア
ル
・
シ
ェ
ム
・
ト
ヴ
（
一
七
〇
〇
―
一
七
五
〇
）、
ル
バ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
ラ
ビ
・
ド
ヴ
・
ベ
ー

ル
（B

aer

）（
一
七
七
三
―
一
八
二
七
）、
コ
マ
ル
ノ
の
ラ
ビ
・
イ
サ
ク
・
エ
イ
ジ
ク
（
一
八
〇
六
―
一
八
七
九
）
な
ど
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
が
含
ま
れ
る）

2
（

。

わ
れ
わ
れ
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
的
瞑
想
に
接
近
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
を
多
く
実
践
し
、
発
展
さ
せ
た
ユ
ダ
ヤ
教
の
一
つ

の
潮
流
を
選
ん
だ
。
そ
れ
は
、
バ
ア
ル
・
シ
ェ
ム
・
ト
ヴ
、
す
な
わ
ち
「
良
き
名
の
師
」
と
い
う
伝
説
的
な
人
物
に
よ
っ

て
創
始
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
で
あ
る
。

シ
ョ
ー
レ
ム
が
正
し
く
言
う
よ
う
に
、「
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
は
ユ
ダ
ヤ
神
秘
主
義
の
発
展
の
最
後
の
位
相
で
あ
り
」、
わ
れ

わ
れ
は
こ
の
運
動
に
完
全
に
同
一
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
精
神
と
そ
の
諸
方
法
を
継
承
す
る
も
の
で

あ
る
。
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ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
運
動
は
そ
れ
自
体
が
多
様
な
潮
流
を
含
ん
で
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
長
年
に
わ
た
っ
て
、
ブ
ラ
ツ
ラ
フ
の

ラ
ビ
・
ナ
ハ
マ
ン
（
一
七
七
二
―
一
八
一
〇
）
の
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
哲
学
に
従
い
、
そ
れ
を
教
え
て
き
た
。
彼
は
、「
ヒ
ト

ボ
デ
ド
ゥ
ト
（H

itbodédout

）」
と
い
う
総
称
の
も
と
に
他
の
誰
に
も
ま
し
て
瞑
想
を
発
展
さ
せ
て
き
た
バ
ア
ル
・
シ
ェ

ム
・
ト
ヴ
の
曽
孫
で
あ
る）

3
（

。

瞑
想
実
践
の
長
期
に
わ
た
る
実
験
の
後
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
伝
統
の
テ
ク
ス
ト
―
―
聖
書
、
タ
ル
ム
ー
ド
、
ゾ
ー
ハ
ル

な
ど
―
―
の
絶
え
間
な
い
学
習
を
伴
わ
な
い
瞑
想
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
実
践
は
す
ぐ
さ
ま
精
神
と
瞑
想
そ
の
も
の
の
枯
渇
に
至

る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
瞑
想
そ
れ
自
体
が
学
習
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
学
習
は
瞑
想
の
原
動
力
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
こ
の
本
は
三
つ
の
異
な
る
部
分
に
別
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
部
分
は
、
そ
こ
で
扱
わ
れ
る
主
題
の
あ
ら
ゆ

る
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
鳴
り
響
か
せ
る
た
め
に
他
の
部
分
を
必
要
と
す
る
。

「
火
花
の
旅
」
と
題
さ
れ
た
第
一
部
は
、
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
歴
史
的
基
礎
、
ラ
ビ
・
イ
サ
ク
・
ル
リ
ア
の
カ
バ
ラ
ー
と
シ

ャ
バ
タ
イ
・
ツ
ヴ
ィ
の
偽
メ
シ
ア
運
動
の
冒
険
に
お
け
る
そ
の
起
源
を
手
短
に
説
明
す
る
。
そ
の
間
に
、
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム

に
そ
の
世
界
観
の
哲
学
的
お
よ
び
神
学
的
核
心
を
与
え
た
ル
リ
ア
の
カ
バ
ラ
ー
の
根
本
的
諸
主
題
が
述
べ
ら
れ
る
。

第
一
部
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
―
―
今
日
の
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
意
味
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
反
省
か
ら
始
ま
る
。

ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
を
今
日
見
ら
れ
る
よ
う
な
正
統
派
に
同
化
す
る
と
い
う
罠
に
落
ち
な
い
よ
う
に
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
は
、
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
運
動
の
信
徒
た
ち
も
ま
た
ユ
ダ
ヤ
教
の
諸
儀
式
を
実
践
す
る
と
は
い
え
、
こ

の
正
統
派
・
正
統
実
践
派
の
対
極
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
運
動
と
い
う
社
会
学
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
ら
な
い
者
で
も
ハ
シ
ッ
ド
〔
ハ
シ
デ
ィ
ズ

ム
の
実
践
者
〕
に
な
り
、
ハ
シ
デ

ィ
ズ
ム
思
想
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ブ
ー
バ
ー
や
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・

ホ
シ
ュ
ア
・
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
、
エ
リ
・
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
、
ハ
イ
ム
・
ポ
ト
ッ
ク
、
そ
し
て
よ
り
非
間
接
的
な
仕
方
で
あ
る
が
、
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カ
フ
カ
や
ウ
ッ
デ
ィ
ー
・
ア
レ
ン
が
そ
う
で
あ
る
。

現
代
の
ユ
ダ
ヤ
文
化
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
―
―
芸
術
と
音
楽
を
含
め
た
―
―
思
想
と
実
践
の
息
吹
を
新
た
な
も
の
に
し
た

ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
寄
与
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

本
書
の
第
二
部
「
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
踊
る
知
恵
」
は
、
読
書
の
技
術
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
は
カ
バ
ラ

ー
や
タ
ル
ム
ー
ド）

4
（

と
同
じ
く
、
ま
ず
、
テ
ク
ス
ト
の
読
解
と
解
釈
の
極
め
て
特
殊
な
技
術
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
こ
で
人

間
が
存
在
の
新
た
な
意
味
を
発
明
す
る
に
応
じ
て
自
ら
を
発
明
す
る
実
存
的
学
習
で
あ
る
。〔
そ
れ
は
〕
新
た
な
も
の
の

0

0

0

0

0

0

伝
統
に
お
け
る
新
た
な
人
間

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〔
で
あ
る
〕。

わ
れ
わ
れ
が
こ
の
第
二
部
で
提
案
す
る
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
偉
大
な
ヘ
ブ
ラ
イ
的
テ
ク
ス
ト
に
適
用
さ
れ
る
。
ま
ず
脱
構

築
的
実
践
で
あ
る
よ
う
な
「
読
解
術
」
が
あ
り
、
そ
の
目
的
は
、
人
間
が
意
味
の
絶
え
ざ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
う
ち
に
組

み
込
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
言
語
を
動
き
の
う
ち
に
置
く
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
「
読
解
術
」
の
結
果
は
多
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
哲
学
的
、
政
治
的
、
治
癒
的
で
あ
る
。
解
釈
と
諸
解
釈

の
争
い
の
実
施
と
し
て
の
読
解
は
、
論
理
と
真
理
か
ら
脱
却
さ
せ
、
意
味
の
論
理
学
も
し
く
は
「
不
確
実
性
の
知
恵
」
へ

と
導
く
が
、
こ
の
知
恵
は
、
ク
ン
デ
ラ
が
小
説
に
関
し
て
言
っ
た
よ
う
に）

5
（

、
近
代
性
の
印
な
の
で
あ
る
。
政
治
的
視
点
か

ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
た
と
え
善
意
か
ら
な
る
も
の
で
あ
れ
、
全
て
基
礎
付
け
ら
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
し
て
、
真
理

を
所
有
し
て
い
る
と
い
う
幻
想
を
防
ぐ
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
提
案
す
る
「
読
解
術
」
は
、「
炸
裂
さ
せ
る
読
解）

6
（

」
と
い
う
定
式
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は

す
な
わ
ち
、
決
定
的
（
最
終
的
）
な
も
の
（définitif

）
を
不
定
的
な
も
の
（infinit （
六
）

if

）
へ
と
開
く
た
め
に
炸
裂
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
未
来
の
道
を
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
「
自
己
に
閉
じ
た
同
一
性
」
の
彼
方
へ
の
探
求
で
あ
る
。

「
読
解
術
」
は
開
き
、
解
放
す
る
方
法
で
あ
る
。
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偉
大
な
ヘ
ブ
ラ
イ
的
テ
ク
ス
ト
の
特
徴
は
、
言
語
へ
の
こ
の
絶
え
ざ
る
作
業
、
メ
タ
言
語
の
メ
タ
言
語
で
あ
る）

7
（

。
そ
の

目
的
は
よ
り
よ
く
理
解
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
生
命
、
す
な
わ
ち
言
語
の
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
絶
え
ず
動
き
つ
つ
あ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
リ
ズ
ム
の
う
ち
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る）

8
（

。

こ
の
「
読
解
術
」
に
つ
い
て
の
探
求
の
間
に
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
解
釈
の
諸
方
法
を
実
践
に
移
す
中
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
れ
ら
の
解
釈
と
解
釈
プ
ロ
セ
ス
そ
れ
自
身
が
、
聴
講
者
た
ち
と
、
共
に
解
釈
す
る
者
た
ち
に
生
じ
さ
せ
る
イ
ン
パ
ク
ト

を
分
析
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
は
っ
き
り
と
、
開
け
、
解
決
、（
苦
痛
の
）
緩
和
・
安
堵
と
同
時
に
活
性
化
の
効
果
を
確
認

し
た
。
要
す
る
に
、「
炸
裂
さ
せ
る
読
解
」
は
わ
れ
わ
れ
に
、
読
解
と
解
釈
の
治
癒
効
果
を
発
見
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
本
に
よ
る
治
癒
を
意
味
す
る
「
ビ
ブ
リ
オ
セ
ラ
ピ
ー
」
に
つ
い
て
文
字
通
り
語
る
こ
と
が
可
能
な

の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
聖
書
、
タ
ル
ム
ー
ド
お
よ
び
ミ
ド
ラ
シ
ュ
の
テ
ク
ス
ト
の
本
質
的
機
能
の
一
つ
は
、
ま
さ
し
く
「
語
り

の
同
一
性）

9
（

」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
あ
る
同
一
性
を
弁
証
法
的
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
構
造
化
す
る
力
を
持
つ
一
群
の
神
話

的
語
り
を
生
み
出
す
こ
と
だ
と
考
え
る
。

こ
の
治
癒
の
方
法
の
複
雑
な
詳
細
―
―
こ
れ
は
近
い
う
ち
に
出
版
さ
れ
る
著
作
の
対
象
で
あ
る
―
―
に
入
る
こ
と
は
せ

ず
に
、
わ
れ
わ
れ
は
本
書
の
第
三
部
で
、
瞑
想
（
学
習
、
解
釈
）
と
健
康
の
間
の
関
係
の
概
略
を
示
そ
う
と
し
た
。

こ
の
第
三
部
の
タ
イ
ト
ル
は
「
身
体
と
書
記
法
（corps et graphie

）」
と
し
た
が
、
そ
れ
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
神
秘
主
義
の

諸
テ
ク
ス
ト
か
ら
、
身
体
と
ヘ
ブ
ラ
イ
語
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
と
の
関
係
、
一
般
に
身
体
と
言
語
の
関
係
を
明
ら
か
に

し
た
か
ら
で
あ
る
。

人
間
が
人
間
で
あ
る
の
は
人
間
的
「
自
然
」
に
応
じ
て
で
は
な
く
、
あ
る
乗
り
越
え
（dépassem

ent

）
に
よ
っ
て
、

こ
の
（
人
間
的
）
自
然
の
否
定
に
よ
っ
て
な
の
で
あ
り
、
こ
の
否
定
は
無
に
導
く
の
で
は
な
く
、
人
間
的
な
も
の
、
そ
の
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自
由
に
責
任
を
持
つ
者
と
し
て
の
人
格
を
基
礎
付
け
る
あ
る
超
‐
自
然
に
導
く）

10
（

。

こ
の
超
越
と
こ
の
超
‐
自
然
へ
の
接
近
は
、
本
質
的
に
言
語
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
喋
る
の
は
口
だ
け
で
は

な
い
。
人
間
は
、「
身
体
・
魂
・
精
神
」
の
全
体
に
お
い
て
、
そ
の
世
界
と
生
命
へ
の
関
係
を
媒
介
す
る
言
語
記
号
を
絶

え
ず
発
し
て
い
る
。
ヘ
ブ
ラ
イ
的
伝
統
に
由
来
す
る
瞑
想
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
は
「
動
き
の
う
ち
に
あ
る
存
在
の
た
め
の
、

動
き
の
う
ち
に
あ
る
言
語
」
で
あ
る
。

こ
の
視
点
に
こ
そ
ヘ
ブ
ラ
イ
的
瞑
想
の
意
味
の
全
て
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
絶
え
ず
生
じ
て
は
解
体
さ
れ
る
言

語
の
動
き
の
リ
ズ
ム
に
従
っ
て
瞑
想
し
、
発
音
（
母
音
化
）
し
、
呼
吸
す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
行
う
た
め
に
、

わ
れ
わ
れ
は
、
点
・
線
・
面
の
上
に
基
づ
け
ら
れ
た
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
言
語
と
エ
ク
チ
ュ
ー
ル
の
基
本
構
造
を
探
求
し
た
。

本
書
の
最
後
に
紹
介
し
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
最
初
に
示
し
た
理
論
的
側
面
の
正
し
い
知
識
の
基
礎
が
な

け
れ
ば
成
功
せ
ず
、
実
践
で
き
な
い
。
そ
れ
ら
は
単
純
で
、
誰
に
で
も
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
の
文
字
の
完
璧
な
知
識
以
外
の
予
備
的
な
知
識
は
必
要
な
い
。

今
一
度
は
っ
き
り
言
っ
て
お
き
た
い
が
、
瞑
想
の
い
か
な
る
実
践
も
、
そ
の
内
容
に
活
力
を
与
え
う
る
絶
え
ざ
る
学
習

な
し
に
は
可
能
で
は
な
い
。

わ
れ
わ
れ
が
紹
介
す
る
一
群
の
理
論
的
デ
ー
タ
に
よ
り
、
読
者
は
、
わ
れ
わ
れ
が
示
し
た
基
礎
的
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
素

描
さ
れ
た
モ
デ
ル
に
従
っ
て
自
分
で
自
分
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

本
書
の
タ
イ
ト
ル
「
ツ
ィ
ム
ツ
ム
」
の
意
味
を
説
明
す
る
こ
と
で
こ
の
前
書
き
を
終
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
動
詞

let-sam
tsem

に
由
来
す
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
こ
の
言
葉
は
、「
収
縮
さ
せ
る
（contracter

）」、「
集
中
さ
せ
る
・
濃
縮
す
る

（concentrer

）」
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
世
界
の
可
能
性
そ
の
も
の
の
起
源
に
お
け
る
神
の
光
の
収
縮
で
あ
る
。
そ
の
ラ
ビ
・
イ
サ
ク
・
ル
リ
ア
以
来
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の
理
論
が
ユ
ダ
ヤ
神
秘
主
義
の
特
殊
な
部
分
の
全
体
を
な
し
て
い
る
「
ツ
ィ
ム
ツ
ム
」
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
同
一

性
の
原
理
（
同
一
律
）
か
ら
出
て
他
者
の
他
者
性
と
自
己
の
他
者
性
に
場
所
を
開
け
る
動
き
の
う
ち
に
あ
る
存
在
の
モ
デ

ル
を
示
す
。

し
た
が
っ
て
ツ
ィ
ム
ツ
ム
は
同
時
に
存
在
論
的
で
あ
り
、
実
存
的
で
あ
り
、
人
間
学
的
で
あ
り
、
社
会
学
的
で
あ
る
。

ツ
ィ
ム
ツ
ム
の
概
念
を
宇
宙
論
的
次
元
か
ら
存
在
論
的
・
実
存
的
次
元
に
移
行
さ
せ
た
の
は
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
、
と
り
わ

け
ブ
ラ
ツ
ラ
フ
の
ラ
ビ
・
ナ
ハ
マ
ン
で
あ
る）

11
（

。

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
神
は
他
者
（l’A

utre

）
に
、
創
造
と
被
造
物
に
場
を
空
け
る
た
め
に
自
己
自

身
か
ら
、
自
己
自
身
の
う
ち
に
身
を
引
く
（se retirer

）。
神
の
母
性
的
な
能
力
も
し
く
は
ラ
ハ
マ
ヌ
ー
ト
（R

ahm
anout,  

母
性
、
優
し
さ
）、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
のR

éhem

す
な
わ
ち
「
母
胎
」
の
能
力
―
―
こ
のR

éhem

と
い
う
語
の
文
字
〔R

, H
, 

M

〕
は
ま
た
、〔
順
序
を
入
れ
替
え
れ
ば
〕「
明
日
」
を
意
味
す
るM

ahar

〔M
, H

, R

〕
と
い
う
語
に
も
な
る
。

ツ
ィ
ム
ツ
ム
は
存
在
の
最
終
的
な
状
態
で
は
な
い
。
退
却
の
中
で
、
創
造
と
被
造
物
は
、〔
退
却
に
よ
っ
て
開
か
れ

た
〕
空
虚
な
空
間
の
全
体
を
取
り
戻
し
て
全
体
性
を
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
動
き
の
中
に
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
創
造
さ
れ
た
存
在
の
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
で
あ
り
、
そ
れ
に
神
の
言
葉
が
「
ダ
イ
！
」（D

aï

）
す
な
わ
ち
「
も
う
十

分
だ
！
」
と
い
う
叫
び
に
よ
っ
て
限
界
を
設
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

こ
の
限
界
〔
付
け
〕
の
言
葉
は
、
逆
に
、
自
己
自
身
を
制
限
す
る
（
限
界
付
け
る
）
神
を
、
シ
ャ
ダ
イ
（C

hadaï

）
と

い
う
名
で
名
付
け
る
の
だ
が
、
こ
の
名
は chéam

ar leolam
o daï

、
す
な
わ
ち
「
そ
の
世
界
に
「
も
う
十
分
だ
」
と
言
う

者
」
と
い
う
表
現
の
短
縮
形
な
の
で
あ
る
。

ツ
ィ
ム
ツ
ム
の
退
却
は
創
造
の
後
で
被
造
物
と
創
造
主
の
「
間
」
の
空
間
を
開
く
が
、
こ
の
空
間
は
、
廃
棄
さ
れ
、
こ

れ
ら
両
者
の
い
ず
れ
を
も
破
棄
し
て
致
命
的
な
再
統
一
に
至
る
傾
向
が
あ
る
。

人
間
の
存
在
全
体
が
神
的
な
も
の
の
全
体
性
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
よ
う
な
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
（
涅
槃
）
を
追
求
す
る
こ
と
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の
過
ち
。

神
的
な
も
の
の
全
体
が
創
造
に
お
け
る
徹
底
し
た
内
在
の
う
ち
で
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
汎
神
論
の
過
ち
。

ツ
ィ
ム
ツ
ム
は
距
離
の
創
造
で
あ
り
、
分
離
と
し
て
の
、
超
越
と
し
て
の
本
来
の
宗
教
の
創
造
で
あ
る
。

そ
れ
は
ひ
と
つ
の
逆
説
で
あ
る
。「
こ
の
分
離
を
無
神
論
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
分
離
さ
れ
た
存
在
（
者
）

が
た
だ
一
人
で
、
彼
が
そ
こ
か
ら
分
離
さ
れ
た
存
在
に
融
即
す
る
こ
と
な
く
実
存
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
に
完
璧

な
分
離
な
の
だ
が
、
彼
は
信
仰
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
に
与
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
」（
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
）。

ツ
ィ
ム
ツ
ム
は
地
上
の
存
在
と
超
越
し
た
存
在
の
間
の
、
い
か
な
る
概
念
の
共
同
性
に
も
全
体
性
に
も
至
る
こ
と
の
な

い
関
係
を
可
能
に
す
る
の
だ
が
、
こ
の
「
関
係
な
き
関
係
」
こ
そ
が
宗
教
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

ツ
ィ
ム
ツ
ム
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
全
体
性
の
不
可
能
性
で
あ
る
。
私
（
自
己
、M

oi

）
と
自
己
自
身
と
の
全
体
性
、
他
人

（un autre

）、
他
者
（A

utre

）、
も
し
く
は
神
と
全
体
化
す
る
私
（
自
己
、M

oi

）
の
全
体
性
の
不
可
能
性
な
の
で
あ
る
。

「
ツ
ィ
ム
ツ
ム
（
退
却
）
し
た
存
在
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
造
語
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
全
体
的
で
な
い
存
在
、「
ダ
イ
」

（D
aï

）、「
も
う
十
分
だ
」
と
い
う
内
的
も
し
く
は
外
的
な
叫
び
を
聞
く
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ツ
ィ
ム
ツ
ム
の
脆
い
均

衡
が
破
れ
そ
う
に
な
る
度
ご
と
に
響
き
わ
た
る
叫
び
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
ツ
ィ
ム
ツ
ム
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
生
命
の
不
定
法（
七
）（infinitif

）
に
開
か
れ
た
存
在
と
世
界
の
あ
り
方
そ

の
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
…
…
。

パ
リ
、
一
九
九
二
年
七
月
八
日

マ
ル
ク
゠
ア
ラ
ン
・
ウ
ア
ク
ニ
ン


